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身洗沢遺跡における外来系土師器の諸例
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まとめ

1  はじbに

弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての中部日本には、東海西部地域や北陸地方に特徴的

な土器群が搬入 。模倣され、外来系土器群と呼ばれる非在地型の上器群が一時的に顕者となる。

これらの上器群の意義は、第一に各地域の上器の並行関係を知るためのタイム・ スケールとし

ての資料的評価、第二に定型化した古墳出現の時期における外来系土器の波及の背景に特定地

域からの人間集団の移動や移住を想定し畿内王権の段階的浸透をみる、といった意味理解のレ

ベルの評価に分けられる。山梨県内においても近年それらの資料が徐々に増加 しつつあるが、

その編年的位置付けや古墳出現との関係について未だに不明な点が多い。

本稿では身洗沢遺跡で出土した古式上師器のなかで外来系土器と考えられる資料について抽

出し紹介する中で、現段階で知られる本県の類例を探り、その時間的、空間的位置について若

子の検討を行いたい。

尚、本稿での「外来系土器」とは、比田井克仁氏が指摘する様に、土器の搬入一模倣一定着

の過程でこの基本的プロセスが部分的に欠如 している現象が認められる土器を指 し
1)、
非在来

系土器のなかでもその地域のなかではついに定着をみないものをいう。

2 身洗沢遺跡出土土器の概要
本遺跡では縄文土器や奈良・ 平安時代の上師器、須恵器などがわずかに出上 しているが、主

要な遺構での出土遺物は弥生時代後期～古墳時代前期の上器群が主体を占める。

出土地点別にみると、弥生時代後期の土器は、調査区北側の埋没旧河道を利用した水田面の

第 2ス テージ～第 4ス テージ及び微高地上の 1号・ 2号住居址で出上している。これらの上器

群は同じ甲府盆地の中でも北西部に位置する敷島町金の尾遺跡の土器様相と類似 し
2)、
笹沢浩

氏により甲斐型の箱清水式上器と呼称される中部高地型櫛描紋土器である
3)。

古墳時代前期では先の旧河道第 5ス テージ及び 3～ 4区のピット群や土器片を敷き詰めた路

または畦畔状の遺構、小屋状の竪穴遺構などが検出され、該期の多量の上器片が出上している。

これらの中には小破片ではあるが本稿で取り上げる外来系土器がわずかに混在する。
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3 身洗沢遺跡の外来系土器
(1)東海西部系パレス・ スタイル壷 (第 1図 )

1(配263 以下カッコ内は報告書土器番号を表す)は、折 り返 しによる有段回縁を持つ壷

で、日縁部に擬凹線文と棒状貼付文が見られる。口縁内部にはクシ状工具による羽状文がめぐ

る。外面の顎部には単斜方向のハケメが施される。日縁部の製作技法などの点でパレス・ スタ

イルの壷 (以下パレス壷)に系譜を持つと考えられるが、日縁内部の隆帯などは見られず、形

骸化 した様相を示す。

2(血 264)は、肩部に貼りつけ隆帯がめぐりその下部に横線文が 3段以上めぐる赤彩重で

ある。平行する横線文の間にはヘラ状工具による山形文帯をもつ。器面調整は外面にハケ、内

面にヘラケズリが認められ、胎土には長石、赤色粒子が含まれる。

(2)北陸系甕と有透装飾器台 (第 1図 )

3(血 167)は、幅 l cm余 りの直立口縁をもつ有段口縁の小型甕である。胴部最大径は胴部

やや上部にあり、日径とほぼ同じ。底部は平底であるが、中央部がわずかに上げ底状を呈する。

器面調整は外百下部にヘラケズリ、胴部にハケ調整、内面にヘラケズリ及び指頭痕が見られる。

胎上には l llMll大の石英、赤色粒子などを含む。

4(血262)は、日縁が外反し、日縁下で若子の段差を持つ有透装飾器台である。日縁端部

身洗沢遺跡出上の外来系土器
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が尖り、日縁下には曲線的な透しが存在する。5(血 285)も 4と 同 じ特徴をもつ器台口縁部

と考えられ、内外面に赤彩が施されている。器面調整は外面が横、内面が縦方向のミガキが認

められる。

4 山梨県下の外来系土器群
(1)パ レス壷

これまで山梨県内で明らかにされている資料のなかで、東海西部 (伊勢湾沿岸地域)のパ レ

ス壷に系譜がたどれるものは、身洗沢遺跡を含め御坂町二之宮遺跡
4)、 韮崎市坂井南遺跡

5)、

櫛形町長田日遺跡
6)、 三珠町上野遺跡

7)な ど 6例が確認されている。

第 1図 2の身洗沢遺跡例と第 2図 4の二之宮遺跡出土壺は日縁部が欠損しているが、直線文

帯と山形文帯の体部文様構成が浅井分類 E類に含まれる
8)。 浅井氏の作成したパ レス壷の分布

図によれば、パ レス壷A～D類は尾張平野を中心に伊勢、三河、美濃地方などに限定されるが、

E類・ F類は一挙にその分布域を広げ、摂津、大和、近江、越後、加賀、遠江、駿河、相 llJ

武蔵、上総、常陸、信濃、上野、下野などの地域に拡散する。したがって、甲斐地域での流ノ̀

o                  10 cn

第 2図  パレス壷に系譜をもつ壷 :i箇軍鷲獣  ::

4
上野遺跡

二之宮遺跡
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もこれらと規を―にした現象として捉えることができよう。

また、身洗沢遺跡 1や坂井南遺跡 16号住出土土器 (第 2図 1)は、壷日縁部のみであるが折

り返 し日縁部に擬凹線文と棒状浮文をもち、身洗沢遺跡例ではさらに日縁内面に綾杉文をめぐ

らす。また、長田日遺跡でも日縁部に凹線文、日縁内面中位に凸帯をめぐらし、綾杉文がわず

かに認められる赤彩重が存在する (第 2図 3)。 これらの上器は日縁部の擬凹線文化、日縁内

面の凸帯や綾杉文の欠如、赤彩装飾の有無などの点で、いわゆるパレス壷の範疇から逸脱する

ものもあるが、祖形はパ レス壷に系譜を求めることができる。このような要素の欠落は関東地

方に出土するパレス壼にも多く認められ、起源地から離れた地域における模倣化過程での共通

した現象の一つとして捉えることができる。

上野遺跡 1号方形周濤墓出土壺 (第 2図 2)は、体部に直線文帯と波状文帯、列点文及びボ

タン状貼付文を持つ赤彩重であり、日縁部が二重口縁となる。体部文様帯は浅井分類A類の特

徴を有するが、これらは尾張平野では弥生時代後期の山中式に比定されており本資料の年代と

は時間的な隔たりが存在する。体部文様構成は静岡県小深田西遺跡出土壼に類似するが
。)、 こ

れらの特徴は尾張平野というよりむしろ西遠江地域の該期の壷に系譜が求められると考えられ

る。また、二重口縁壷はこの時期の畿内系の二重日縁壷の影響を受けたもので二つの地域の要

素が融合 した「折衷形」
め土器ともいえる。

甲斐地域で出土 している以上のパレス壷は、時期的に東海西部の元屋敷式と並行関係にある

京原式段階に伝播されたと考えられ、その模倣の過程で文様や赤彩などの手法の欠落や他型式

との融合などが認められる。この点は関東地方での外来系土器の内容と類似した状況を示すも

のといえよう。

(2)北陸系甕と有透装飾器台

口縁部が 5の字形を呈する北陸系の甕は、現在までのところ二之宮遺跡、坂井南遺跡、長田口

遺跡などで確認されている。

三之宮遺跡では出土 した遺構は明確ではないが 8点の北陸系甕が検出されている (第 3図 1

～ 8)。 この内 1点は日縁部に凹線文を施し、他は横方向のナデが主体となる。胴部はハケ調

整され、肩部にハケによる刺突をめぐらすものもある。

今回身洗沢遺跡で発見された第 1図 3は、甕というより鉢形を呈するが、日縁部の特徴はや

はり北陸系の特徴を有する。近県での類例は長野県安源寺遺跡め、東京都神谷原遺跡 S Bl泌め、

千葉県南中台遺跡 13号住り、栃木県萩山遺跡 1号方形周濤墓めなどに存在する。

有透装飾器台とされるものは、身洗沢遺跡の日縁部破片 2点の他に、御坂町姥塚遺跡85号住

で脚部を除く上半部が出土 している (第 3図 11)め。姥塚例は、石川県北安江遺跡n、 近岡ナカ

シマ遺跡め、南新保D遺跡め、漆町遺跡めなどで出土 しており、月影Ⅱ式に特徴的な器台である。

身洗沢例は姥塚例よりも透かしが上部に切りこみ日縁部にみられるが、日縁端部の特徴は姥塚

のものに非常に近似 している。

山梨県下で確認されている以上の北陸系土器は、月影 Ⅱ式ゆ、漆 4～ 5期効に位置付けられ
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ると考えられる。北陸地方では古府クルビ式期になると幾内系や山陰系土器群が増加し、器種

構成のうえでも大きな変化が認められるとされているが
り、それ以前の段階での北陸系土器の

活発な動きを考えるうえで興味深い。

北陸に隣接する長野県では、花岡氏の分析によると長野地域土師器第 I期～Ⅲ期にかけて北

陸系土器群が認められるという
か。また、群馬県の有馬遺跡では北陸東部の新潟県との関連を

示す資料が出上 している狗。さらに、関東地方では千葉県南中台遺跡
幼、大崎台遺跡め、栃木県

萩山遺跡め、埼玉県志渡川遺跡劾などでこれらの土器が知られており、該期の北陸系土器の中

部、関東地方への伝播を考えるうえでも興味深い。北陸系土器の関東地方への流入については

北陸東部から南下 して東山道へ入り南関東にいたるルートや、一度東海地方を経由して南関東

へ入るルートなどが想定されているが、甲斐への流入径路の問題もこの意味では重要な意味を

もつものと考えられる。

1  2  3

4  5

戸

0          1ocm

1～ 8 二之宮遺跡  9.坂井南遺跡
北陸系土器 10  上期   11.姥塚遺跡
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(3)そ の他の非在来系上器群

さて、(1)、 (動では身洗沢遺跡で出上 した外来系土師器であるパレス壷、北陸系甕および有透

装飾器台について県内の出土状況を述べたが、筆者がかつて甲斐地域で古式上師器の成立段階

とした京原式期以前の段階での非在来系土器の動態を含めて整理 してみたい。なお、土器群の

様式的推移は、「甲府盆地における古墳出現期の土器様相」
効にそうものとする。

山梨県の東部地域を除く甲府盆地周辺地域では、弥生時代後期になると中部高地型櫛描文土

器群を主体とする集落が目立つが、後半期には東海地方東部地域の影響を受けた土器文化が定

着化すると考えられてきた。しかし、甲府盆地西部の釜無川右岸地域ではこの時期に遠江地域

の上器がもたらされている。

とくに、甲西町住吉遺跡では東遠江の菊川式に類似した壼 (第 4図 8～ 13・ 16)や 西遠江の

伊場式=西遠山中式に見られるような高堺 (第 4図 1・ 2)が存在する動。このような壷は敷

島町金の尾遺跡の中でも客体的に存在が知られていることから、後期前葉から中葉にかけて信

濃系と東海中・ 西部系の上器文化がこの甲府盆地で接触 していることになる。また琢下半に稜

を持つ高琢は、第五様式の影響を受けて東海地域に定着する山中式の高郭であり、その模倣化

が進んだものが住吉遺跡 1号住居址出上の高邦 (第 4図 7)と考えられる。類似した山中式系

の高郭は南関東でも神奈川県篠山遺跡ω、稲荷台遺跡 D地点め、中原上宿遺跡め、本郷遺跡り、

子の神遺跡め、東京都御所水遺跡めなど遺跡で確認されており、欠山式の古段階のものも鎌倉

市白山遺跡の1こ存在する。この白山例も住吉遺跡の高郭に類似するが、日縁部が外屈する点で

後者がやや古相を示すといえる。同様の高郭は三珠町一条氏館跡遺跡などでも確認されており、

少なくとも甲府盆地西南部では後期後半において定着化する土器群と思われる。

続 く六科丘式期の外来系土器の出土状況は、標識となる六科丘遺跡では確認されていない
の。

しかし、この時期が S字状口縁台付甕 (以下 S字寄)の B・ C類 (赤塚分類 )め、元屋敷式の

高邦、小型精製土器群などの出現の前段階に位置付けられるとするならば、該期に欠山式並行

の東海系土器が出上 しても編年的な矛盾は生 じない。

まず、東海西部系の上器群としては、S字甕の中でも古相をしめすA類が、韮崎市後田遺跡
0、 坂井南遺跡ω、櫛形町村前東A遺跡り、長田日遺跡0な どで出上 しており、県西部を流れる

釜無川 (富士川)流域に多 く知られている (第 5図 )。 この系譜上にあるS字甕 C～ D類 は、

次期の京原式期～西田式期において煮沸形態の約50%以上を占めるようになり、甲府盆地内に

おいても定着化する煮沸形態である。この他、村前東A遺跡では廻間 I期に対比される脚部が

内湾 した高郭や有稜高邦、ヒサゴ壷、鼓型器台などが一か所に集中して出上 している(第 5図 )。

該期の東海系土器群の動きを東山道に求める赤塚氏は、信濃地域から甲斐地域への流入を推定

するがり、先述したようにこの前時期には東海地方の中・ 東部の上器群が盆地内へ持ち込まれ

ていることから太平洋岸の地域からの搬入も現段階では否定できない。

また、富士山西麓の西一条遺跡出土の畿内系のタタキ甕は共伴関係が明確ではないが、この

前後の時期に搬入または模倣されたものと思われるめ。

他方、北陸系土器については、月影Ⅱ式あるいは漆 4期の年代観が東海西部の欠山式や廻問
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一 第 6図 上野遺跡 1号方形周濤墓出土土器

I期に対比関係を持つとされめ、甲斐地域に直接これらの上器が搬入されたとすれば六科丘式

期の上器群と伴出する可能性がある。該期での明確な共伴関係は現在までの資料では、S字甕

A類と北陸系甕が出上 した長田日遺跡 4号住に唯一知られているのみである。姥塚遺跡85住の

有透装飾器台や坂井南遺跡 4号住の北陸系甕の出土状況から見ると次期の京原式期に伴出する

例が多い。このことは、北陸系土器の甲斐への流入径路を考える上で示唆的といえる。

次に、古式上師器の成立段階とした京原式期では、S字甕や元屋敷並行の高郭、小型精製土

器群、畿内系の二重回縁壼などの定着によって特徴づけられる。しかし、この中にあって身洗

沢遺跡で出上したようなパレス壷や北陸系有透装飾器台、有段口縁甕、上野遺跡出上の北陸系

壷 (第 3図 10)な どは客体として存在することはあつても該期の主要器種とはならない。

以上のように甲斐地域においても、該期の非在来系土器といわれるものには大枠として、主

体的に受容され定着する土器群 (在地化)と 、搬入・ 模倣段階にとどまり定着 しない土器群
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(外来系)に分けられる。また、器種によってはおゝたつの系譜的な特徴をかねそなえた折衷形

の土器や模倣・定着化の過程で要素の脱落や転換が選択的に行なわれている例もある。したがっ

て、該期の外来系土器だけを抽出し過大に評価するのではなく、非在来系土器の受容と非受容

をめぐっての分析を本地域においてさらに細かく検討 していく必要がある。

上野遺跡 1号方形周濤墓では、在来系壷に加えて東海東部 (第 6図 9)、 東海西部 (第 6図

4)、 畿内 (第 6図 6～ 8)、 北陸 (第 6図 5)な ど幾つかの地域に系譜をもつ外来系壷が周

濤内から出上 している。この様な出土状況が当時の社会にあっていかなる意味を持つものかも、

先の文化要素の選択的な採用と排除とともに今後の検討課題といえる。

5ま と め

以上、身洗沢遺跡出土の外来系土師器 5点について紹介し、その位置付けを行うために甲斐

地域の弥生時代後期から古墳出現期の非在来系土器群の受容について若子の検討を加えてみた。

しかし、最初にふれた外来系土器の第一の資料的評価にとどまり、第二の本質的な意味理解に

立ち入ることができなかった。この点については、さらに資料の増加を待って再度検討を加え

ていきたい。

古墳出現期における非在来系土器の動態は、単なる文化的な影響という枠を超えた人の移動

の問題が絶えず問題とされる。それは、前方後円墳などの定型化した古墳がどのような過程で

畿内の周辺地域に登場するのかという政治、社会的な背景に運動 した問題として捉えられてい

るからである。とくに、東日本への前方後円墳に先立つ前方後方墳の出現、そして畿内系土器

群に先行 した東海西部系土器の流入に、当時畿内の勢力下にあった東海地方の人々の東国経営

への動員を想定する研究者もおりの、この非在来系土器群の評価には各地域でより慎重な分析

が必要とされる。
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